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陰圧をベースラインとした体外式HIGHFREQUENCY振動換気

HAVEK OSCILLATOR 

本装置は英国 BreasyMedical社で研究開発された

新しい体外式による人工呼吸装置である。

胸部と上腹部を覆う軽い透明のチャンパーと高頻度

振動装置、コントロール部から構成され容易に新生児

から小児、成人いづれも適用できる全く新しい肺換気

法です。

チャンパーの内圧を陰圧にして、ベースラインが調

節でき、その上下で振動が行なわれる(原理特許)

本装置の特長

1 .挿管不要……無侵装

チャンパーの取付けが容易ですので人工換気が安

全で迅速に始められる。

2.体外からの高頻度換気によって分泌物や他の液体

が排出される。

3.循環の維持

心拍出量を減らさずに素早く C02を下げる。

4.使用原価がか、らない。

酸素、呼吸回路、気管内チューブ等は使用しない。

5.熟練を必要とせず安全で、容易に適用でき、在宅使

用も可能である。
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本装置の適用

A慢性疾患

1 .慣性肺疾患… ・筋肉疲労を|坊ぎC02を正常値まで

下げる。又安全で、容易に在宅使用が可能。

2.哨息…………・・発作時のC02を下げ02をさげる、

更に分泌物を除く。

3.気管支炎……・分泌物を除く。

4.神経筋疾患・・ぃ安全で容易に在宅使用ができる。

B急性疾患

1 .ショック肺……心拍出量の低下を防ぐ。

2.急性呼吸不全…分泌物や漆出液を除く。

3.溺ノド.. …......飲みこんだ液体を除き同時に肺換

気。

4.有機燐やガス中毒…換気中に液体を除く。

C新生児

1 .硝子様膜症・…・・気管支肺異形成や挿管合併症を防

ぐ。

2 胎便の吸ヲ卜 -換気中に胎便を除く 。

3.胎児循環の維持…心拍出量を減らさず素早く C02

を下げる。

4. 1次的および2次的無呼吸。
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陰圧をベースラインとした体外式HIGHFREQUENCY振動換気法/

桶， 

コントロール部

軽い透明プラスチックの

チャンパー

チャンパーを装置したところ (成人と小児にはベルト型、新生児は箱型)
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